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[image: image13.emf]販売金額 H12 H17 H22

減少割合

（H12→H22）

先進的農家 3,000万円以上 62 52 46 約26％減

専業農家 500～3,000万円 1,206 925 766 約37％減

兼業農家 50～500万円 4,307 3,354 3,222 約25％減

自給的農家等 50万円未満 24,226 23,562 22,326 約8％減

計 29,801 27,893 26,360 約12%減
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２．施策の３つの柱（ひと・もの・空間）とターゲット





生産振興・地産地消の推進【もの】





多様な担い手の育成・確保【ひと】


























































































































農家の現状











取り組む施策【ひと】





計 29,801戸





計 377億円





主力となる農業者の育成・確保


【目標】販売金額500万円以上の農業者数


 850経営体（H22:854経営体）


（２）企業及び新規就農者の参入促進


【目標】新規参入者数〔10年間（H23～H32）の目標〕


 　　 企業30社、新規就農100名


（H13～H22：企業11社、新規就農32名）





計 26,360戸





計 27,893戸





計 333億円





計 319億円





【主なターゲット層】


先進的農家・専業農家





◆農産物直売所の開設箇所及び販売額は


年々増加傾向





単位：（戸）





地産地消を担う大阪版認定農業者の支援


【目標】直売所出荷者数  8,000人（H22：6,569人）他


地域の営農を支える新たな担い手の育成・確保


【目標】農作業受託面積  500ha（H22:407ha）





【主なターゲット層】


専業農家・兼業農家





◆農業産出額　377億円（H12）→ 319億円（H21） 約15％減


◆野菜・果樹の占める割合が高く増加傾向（H12：54.6％ → H22：60.2％）





取り組む施策【もの】











大阪産(もん）の


ブランドの確立・６次産業化の推進


【目標】大阪産（もん）の認知度


　60％以上（H23.3：46.2%）他





【主なターゲット層】


先進的農家・専業農家





（５）準農家制度の推進


【目標】準農家数〔10年間（H23～H32）の目標〕


　130名（H23年度制度創設）





【主なターゲット層】


兼業農家・自給的農家等





販売金額の


割合（推定）





先進的農家


（0.2％）





専業農家


（2.9％）





兼業農家


（12.2％）





（２）農産物直売所を核とした


販売農家・地域の元気力向上


【目標】農産物直売所での販売金額


　70億円（H22：51億円）





【主なターゲット層】


専業農家・兼業農家





全農業者数の3％しかいない主力となる農業者（先進的農家＋専業農家）が全販売金額の約70％を占める





◆経営の将来意向（全体）





※なお、販売金額が500万円以上の農家については、縮小意向は少ない（21%）





◆10年後の農業従事者数（推定）





担い手アンケート結果の概要（H23.8月実施）





（３）農産物の安全・安心確保


【目標】大阪エコ農産物認証面積


　540ha（H22：481ha）他








自給的農家等


（84.7％）





【主なターゲット層】


全農家：先進的農家


　　　　～自給的農家





２４％減！





※主な要因


→高齢化・後継者不在












































農空間の保全・活用【空間】











（１）農空間の保全・活用に向けた地域力による持続可能な農空間づくり


　【目標】取り組み地区数　60地区（H22：43地区）





（２）農業用施設のストックマネジメント（長寿命化対策）の推進


　【目標】施設診断済み施設（基幹的なもの）の割合　100％





（３）営農環境の整備





（４）遊休農地対策の推進


　【目標】　500ha（遊休農地面積1,004haの半減）〔10年間（H20～H29）の目標〕


　　　　　（H22:131.2ha）


（５）災害に強い農空間づくりの推進


　【目標】ため池整備地区数　100箇所（新ため池改修計画での目標：H22～H31）他








【主なターゲット層】


◆生産基盤の整備等：全農家が対象（先進的農家～自給的農家が混在）


◆遊休農地対策：主として自給的農家や兼業農家の所有する農地


【施策重点エリア】


　◆農空間保全地域において重点的に施策展開





取り組む施策【空間】





計15,260 ha





計14,480 ha





計13,920 ha





（１）定年帰農者


　・直売所への出荷者の育成


（２）新規就農（希望）者


・就農相談（栽培品目、販売先などの経営計画、生産技術の習得、農地の確保、就農支援資金の融資相談等）


・就農後の技術指導





自給的農家


（多様な担い手）


（販売額50万円未満と想定）


２，５７４戸


６億円


1戸平均２３万円





野菜、水稲の自給的生産





直売所への出荷


自家消費





自給的農家


（多様な担い手）


（販売額50万円未満と想定）


２，５７４戸


６億円


1戸平均２３万円





単位：（ha）





◆農空間保全地域の指定（H20.5.30）





※府内の農地面積の８割以上を保全すべき農地として指定





※農地面積　15,260（H12）→13,920ha（H22）　約９％減





◆農空間の資源





◆府内の遊休農地面積（H20：遊休農地実態調査結果）





※府内の遊休農地面積は1,004haで農空間保全地域


指定面積の約９％





担い手アンケート結果の概要





◆望まれている支援策





※担い手確保のための支援策として


「ほ場・道水路整備」のニーズが高い





　





３








